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静両地学第48号(1983)

北J1!光雄ゑ

I はじめに

高校の理科Iや地理などの教科書において、地形的分野は、地表の形態、侵食堆積作用、環境のひ

とつ、自然と人間との関係などの教材としてとりあげられている O てもとにある理科 Iの教科書では

、地球の表面汐の項目で大地形とその地球上での分布をのべ、地表を変化させる作用かの項目で地殻

変動にあわせて平野や海岸の地形にふれている O

そこで地形とその学習との関係について、地形学者の意見をはじめに紹介するO 若生 (1980)は地

形学習の目標として次の 3つの類型をあげているo (a)地形学的知識そのものの伝達 (b)告然条件のー

として (c)地理的事象の一例として、また自然地域の概念の把握の基礎として。そしてこれらの

目標の達成について現行の教科書の問題点として 伸文章の不正確さ (b)規模のちがう地形の並列的

記述 (c)歴史性や地域性の観点、の欠如などを指播している O 中山 (1982) も現行の教科書の内容分析

をもとに、用語集化している傾向を指摘している O そして、その記載方法を是正するためには地形の

分布と人間活動との関係をみることをすすめ、地形の地域的ひろがりを規模別に系統化することを提

唱している O また具体的な大きさにもとづいた地形を、地域にそくした環境としての地形をとりあげ

ることの重要性を述べている O

両者の共通の視点、として は)地形認識の基本として、地形の規模とか大きさの地形単位を問題とし

ている、 (2)自然地域という表現にもあるように、他と区別できる性質のひろがり、等質性をもっ地形

地域の設定を提起している、 (3)地形を人間生活との関係において理解することをすすめている、など

をあげている O

地形の学習の材料として、これまで地形闘が利用されてきた。そして写真や視覚的教材も併用され

た。 5万分の 1、2万5千分の l地形図での山系@水系の追跡による等高線の理解、地形計測、地図

の記号や表現をもとにした土地利用の着色区分などによって地形の理解を深めてきた。この場合、身

近な地域の図轄を用いる郷土学留、地域学習的要素も加えられてきた。

地形の学習に有効なものとして主題関の利用が考えられる O 以下に主題図の例として地形分類閣と

土地条件図の内容について紹介し、合わせて天城火山を事例とした地形分類について記載する O

II 地形分類

(1)地形分類図について

る地域の地形を系統的な基準に基づいて分類し、その性状や分布を 5万分の lや2万5千分の 1

地形図に記載されるようになったのは、我が国では 1950年ごろからであり、林野庁の森林保全のため

の地形分類や、国土地理院の国土謂査法による地形分類によってはじめられた。それらの結果は地形

学図、地形分類図と呼ばれる O
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表 l 地形分類の例

国土調査法による地形分類

大分類 i 小 分 類

山地

丘陵地

台地

(基本的な単位地形)

山頂緩斜面

山腹緩斜面

山麓緩斜面

急斜面

(その他の地形)

地すべり地形 傾斜変換線

崩壊地形 火山地界

麓屑面および麗錐

泥流地形 谷密度界

土宕流地形

地

石灰岩台地

火山灰砂台地

溶岩台地

低地I(基本的な単位地形)
谷底平野

状地

一角丹、i

潟

河原

(その勉の地形)

砂

被覆砂丘

出砂

地

泥炭地

井Jfl

潮汐平地界

土地条件図のための地形分類

大分類i 小 分 類

山地

丘綾地

(斜面)

尾根型斜面(おのおのをさちに緩斜、
(急斜、極急斜に区分

谷型斜面

車線型斜顕

(変形地)

崩壊地、禿務地、

地すべり、やせ尾根

(山麓堆積地形)

患錐、土石流堆

河

(頻水地形)

〉盛土地

地

地

士吉

11の部分 田臨地

地形を分類するにほ、単位地形の基準を設定する O 分類された一つ一つの単位は等質性をもっ

であり、その周辺と区別される必要があるO その手法については、中野(1961)、門村(日77)らによっ

て検討がなされ、そのいきさつについて熊木@羽田野(日82)が紹介している O

地形は風景としても観察できる地域的現象であり、自然史的な産物である O その形態的分類と

を結びあわせることはむづかしいといわれてきた。

13 



そこで分類基準を項目的にみると、形態の詣では高度、断面形、傾斜、集水区域、起伏量、水系密

度、局間との位置関係などがある O 成因の面からは地形学的営力の差呉、発達の段階、構成物質とそ

の耐侵食性、地殻運動や火山活動などの内的営力があげられる O 中野は地形分類にあたっての基本的

な単位地形としてホほぽ同時期に形成され、ほぽ同じ形態と成因をもち、かつ、ほほ同じ物質で構成

された地表部分かとした。

これらの問題が検討された結果、単位地形は表 1のようにまとめられ、地形分類間作成の基準になっ

ている O 表に示されるように、低台地については一般に知られる地形に分類される O 山地については、

その斜面の形や傾斜による区分に問題が残っている O また、 5万分の l地形図による土地分類基本調

査では、山地地域は大、中、小の各起伏山地に区分されるが、その境界線の引き方が不明瞭である O

特に斜面の形成には崩壊地形や土石流による局地的堆積地形など小規模であるが地形の特性を示す場

合、火山地域では、噴火口や砕屑丘などの成問的に特殊な場合など地域的に多様である O それらを含

めた分類案は熊木@鈴木 (1982) によって示され、小泉 (1977)の報告もある O また、本文のはじめ

に地形の担援の基準として地形の規模と地形単位との関係の重要性について述べたが、地形分類を規

模別にまとめた田村 (1980)の分類体系試案を表2に示した。地形の規模を面積のオ…夕、}で区分し、

形成にかかわる時間との関係で体系化された事例である O

表2 日本列島の地形分類体系試襲(田村、 1980)

大地形 個々 の島弧。

亜巨大地形 外弧隆起帯、中央沈降帯など。

大地形 個々の山地@平野 :104，"，，-， 103km2程度の面積をもち、 として 107，"，-，106年前以来の地殻運動の
結果とみなせる。

中地形 個々の山地@平野を作る山地(山塊ド丘陵地@台地@低地など :102'"'-'101 km2程度の蔀積をも
ち、 として 106，"，，-，105年前以来の地殻運動により大局的に分化し に、より最近の侵蝕@堆
積の影響が加わったものとみなせる O

小地形 (丘陵地の場合)丘頂緩斜面、丘媛斜面、小段丘面、丘麓緩斜面、谷底面など :100，"，-" 10-2km2 

程度の(台地の場合もう 1桁ほど大きい) をもち、 として 105，"，-，103年前以来の気候変
化@海水準変化の影響を大きくうけた侵蝕@堆積の結果とみなせる O

微地形 (丘陵地の谷頭部の場合)頂部斜面、最谷近控
1
斜
03
面年
谷頭田地、谷頭平低、水路など:上記の例

では面積10-2，"，-，10-5km2で、大部分は 以降に形成され多くは現在発途中とみなせる
が、一部に 104年オーダーの年代をもっ化石地形が合まれる O

(2) 土地条件図について

地形分類をもとにして、地盤高図、水防要図などを加え、さらに地形分類を細分化した地図に土地

条件図がある O この図は、はじめは水害予防の目的で平野部において 1960年から作成が行われた。時

期的には狩野川台風 (1958)や伊勢湾台風 (1959)による被害をうけた後で、平野の性格や生い立ち、

地盤の高低、干拓などの人工的改変の歴史を調べ、土地災害の危険地想定も目的とした。そのために

河川工作物@各種施設@防災担当機関の情報を加え、防災、地域開発計画、土地改良などに利用でき

るように留意された。平野部では沖積層の基底等深線を補い、定量的な側面を重視し、津波@高潮に

対する被害の推定や軟弱地盤の分布などがもりこまれた。また、山地や丘陵地では、斜面の形と傾斜
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とを組合わせた分類方法がとられた。すなわち、斜面の断面から、尾根型、谷型、直線型に分け、傾

斜も緩斜 (20。以下)急斜 (20~350) 掻急斜 (35。以上)に分けた。その組合わせにより 9 タイプに分類

されている。これは山地や丘陵地について、地すべりや崩壊などの山腹斜面災害に対する難易度を判

定したり、丘陵地も宅地@農地の造成のために改変される場合の崩壊危険度を考えるためであり、開

発に伴う土地保全に役立て様とする意思もある O このほか、災害後の被害状況を重ねて土地条件図が

作成されることもある O 静岡県では 1974年伊豆半島沖地震や 1978年伊豆大島近海地震のあと、伊豆

半島南部における被害状況土地条件図が作られた。

これらの地図は、国土の利用、開発、保全、災害訪止のための基礎資料であり、国土地理院、経済

企画庁、国土庁が担当して作業がすすめられている O 静間県でも、地形分類留の作成が 1970年から、

はじめられ、現在も継続している O 静岡県に関係のある地図類の一部を表3に示した。これらの図幅

類は教材としても充分活用できるものと思われる O

表3 静関県に関係のある地形分類図等の一覧

図 名 縮尺 作成年 作成機関 備

地形分 図 1/500，000 1968 経済企画庁 日本全体を 8枚に区分。静陪県は、中部関東かに
ふくまれる O

地形分 図 11/20 |新全国総合開発計画にもとずく調査県域単位で作成
地形分類のほか傾斜区分間等9枚のセット、
資料をふくむ

地形分 図 l開，0∞I1鰯|経済 掛塚庁図揺

10か年計画にもとずく

地形分 函 I1/50，000 11971~ I 間 にもとずく
1982年までに 、浜松か図幡ほか15国暢11図面

水害地形分類図 1/25，000 1965 科 狩野j[f 下流部

治水地形分類囲 1/25，000 1977 狩野j[f中、下流部

地 件 関 1/200，000 1963 県域の坊災対策にもとずく くむ

地 件 1/25，000 1981~ 

浜松)

地 件関 I1/10，000 1978 

1/50，000 1975 地 による と
1978 

地形分 図 I1/25，000 1964~ 

域、
流地域などについて頼次作成された。

盟 天域大出の地形分譲

(1) 天域火山の地形と地質のあらまし

天域火山は活状火山の形態、をもっ成層火山で、侵食カルデラをふくむこ重火山でもあり、広い範囲

に多くの寄生火山をもっO 南東{期は相模灘に達し、海食麗で海に面し、南西鶴は河津/11でかぎられ、
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西側は湯ケ島から天城峠にかけての狩野JlI上流部の谷筋で古い猫越火山と接する O 北西側は湯ケ島か

ら国土峠、筏場をへて大見JI [の谷筋で古い天子火山と接する O また北東部は八幡野から池、鹿路庭峠付

近をへて徳永]11の谷を境界として大室火山群と接し、その面積はほぼ400km2に達する O

天城火山の最高点は万三郎岳 (1，406m)で伊豆半島で最も高い。万三郎岳から東方へは万二郎岳、

南の帯木岳に尾根がのび、西方にはカワゴ平、八了、治、三筋山にのびる陵線が外輪山にあたり、それ

らにかこまれる部分が中央の火口と考えられる O 南東方向にむいて開く馬蹄形の外輪山の内側は怠な

谷壁でかこまれた斜面で、直径約6km2の侵食カルデ、ラとなり、火口瀬としての白田川がはげしく下刻

している O 外輪山の外側はゆるやかな緩斜面である O 外輪山の稜線にそって、また山体の周辺に

生火山(側火山)が分布し、溶岩流の噴出や噴石丘を形成させた。山体は長期間にわたる侵食により

下刻をうけている O

倉沢 (1972)は天城火山群の火山活動を 3つに区分しているO 第1期の活動は多賀火山や達磨火山

などの活動のあとにはじまり安山岩溶岩を噴出させた。第2期の活動によって噴出した安

体安山岩とよばれ、現在の天城火山を形成した。そしてこの本体安山岩は 3分され、火山体北東部に

のびる ほぽ全域をおおう

らの溶岩の基盤となっている

1，000 mに達することから、噴出し

その上部に遠笠山安山岩溶岩がのる O これ

の白浜層群、湯ケ島痛群であるO それらの分布高度が

さは 4001TI前後と推定されている O 遠笠山の活動にさ

きだって流出した稲取泥流の絶対年代が24950 1250であることから洪積世後期の活動と考えら

れる O 第3期の活動は長い侵食期による侵食カルデラや関析のすすんだあと完新世になってから、玄

と石英安山岩類の噴出である O 軽石や火山灰も噴出して編年に役立つている O カワゴ平の噴出

にともなう軽石賀泥流堆積物中の木炭から得られた年代測定では 2830士120年となっている O

地質調査所 (1978)の f伊豆半島活断層圏jによると天城火山周辺には、鹿路庭、遠笠山、八γ池、

丸山、与市坂、稲取、浅間山、大幡野、万三郎、万二郎南などの断層があり、多くの線状構造が記載さ

れている O 地質の概要を知るために倉沢 (1972)による地質図を図 1にあげておく O

(2) 天城火山の地形分類と各地形の記載

火山の地形分類の研究をすすめた守屋 (1983)は、その基本地形を (1)火山の噴出物が堆積して、

そのまま特定の表面形態を示すもの (2)直接噴出物は放出されないが、火山活動にともなって生じた

地形 (3)直接火山活動とは無関係な火山体を破壊する営カによって生じた地形に大別した。これらは

さちに細分化されるが、その種類や特性は偲々その火山によって独自性をもつことになる O

天城火山の地形を分類する試みも、この基準と前に述べた方法とをもとにした。図 2はその結果で

ある O 以下、地形分類の単位ごとに説明する O

(1) 大起伏山地:大起伏山地は土地分類調査の作業準別により 5万分の l地形図を縦横それぞれ20

等分して得られる方眼の中の最高点と最低点との高度差が400m以上の山地である O 大起伏山地は天

城火山の主稜にそう中央部と西部の谷にそう地域に分布する O 岩おは主として中央は火山岩類西縁は

らなる O 谷の発達による侵食斜面であり狩野川、河津川、白田}I[などの下刻によって起伏

が増大し大起伏となっている O 谷頭部、谷壁斜面には崩壊地が発生しやすい。

(2) 中起伏山地:この区分は前述の方限内の高度差が200m'""'-'400mの値をもっ山地である O 中起伏

-16 
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山地は大起伏山地をとりまくように、また水系にそっても分布している O 地形図の計澱による区分で

あるために斜面形の区分は図示されないが、一般に稜線部の平坦菌、谷頭斜面、山腹斜面、谷壁斜面、

谷底となる O その間に傾斜の変換や遷急点がみられる O

(3) 小起伏山地と (4) 山頂山腹緩斜面:小起伏山地は前述の方眼内の高度差が200m以下の値を

もっ山地であるO 位置的にまた地形的に山麓を形成する場合には同じ高度差であっても山地とは扱わ

ない場合もある O しかし天城火山の場合は裾野のような山麓面にはあたらないために周辺部に小起伏

山地がみられる O 図には山頂山腹緩斜面が広い面積をしめているが起伏量をみれば小起伏山地にあた

る地形でもあり、成因的には溶岩流の堆積による火山の原面であるともいえる O 火口のひとつと考え

られる八丁池から西方にひろがる部分、遠笠山から東方と北方にひろがる部分など溶岩流の堆積商が

その原形をほぼ残している地形と考えられる O また溶岩流の流動にともなって生じた表面の起伏がの

ちの水系発達の原形となり、小起伏面を形成した。遠笠山北方泣天城高原、北端部は大幡野高原とよ

ばれ高原状の地形と風景をもっている O 緩斜面部の周辺は急傾斜面に移行し、その境界には額斜の変

換部がつくられ、崩壊地の頭部になることもおおい。

大久保 (1975)はこれら平坦簡を調べたあと、も形態から逆に一体をなしていると認められる溶岩流

の区域を定め、噴出の位置を推定し、できればさらに相重複する溶岩流の相互の形状から、新!日のJ[嬰

位を知ることも不可能ではない筈であるかとのべている O

(5) 溶岩流:側火山や側火口から噴出した玄武岩質溶岩は、すでに形成されていた低地にそって流下

し、分類図では線状にのびる場合がおおい。そして谷底を埋積すると溶岩流による谷底低地を形成す

る場合もあるO 鉢山から流出して河津]11を、鉢窪山から流出して狩野川をうめた溶岩流は浄蓮滝や河

どを作った。規模の大きい溶岩流地はカワゴ平から北にむかう溶岩流で厚さ約20m、長さ 4

kmにも達する地形面をつくり、表面は軽石質からなっている O表面は不規則な小起伏がおおいが、二

次的な噴石丘や噴石塔の群生や小形の火口の形成も報告されている O

(6) 火砕流堆積地:天域火山周辺には軽石流や泥流の堆積物からなる地形菌がみられる O 大見n[上流

部筏場付近の軽石流はカワゴ平の溶岩流出にともなって形成されたと考えられている O

が段丘状の地形をつくり、表面に諜層や崖錐性堆積物をのせている O 広い面積をしめるの

部の稲取泥流であり、砂擦や粘土が泥流状に押し出し、稲取、見高などの地域の白地をうめたてた。

白川下流の段丘状の地形も崩壊性物質の堆積によって形成された泥流堆積地といえる O このような

火砕流がつくる地形は、地形分類、では小起伏山地として表現されるが、その流動にともなって縮長い

溝状、提訪状の高まり、舌状の流れ、小さい丘、池や白地など表面形態辻複雑である O 稲取西北方の

泥流地はゴルフ場に改変されているものの多くの泊地をもっている O しかし、この地域は後にのべる

ように地すべり性崩壊にともなう竣積物にもおおわれるため、それらの援合の結果である。

(7) 側火山:天城火山照辺には多くの側火山がみられ、荒牧@葉室 (1977)はそれらを大室山周辺の

側火山もふくめて東伊豆単成火山群とよんでいる(表4) 0 形態的には円頂丘、白地、肩山などに区分

できる。側火山は溶岩流地形の分布や噴出口の凹地などをもとに求められる O

(8) 地すべり地@地すべり堆積地:山地の地形発達には山腹斜面の崩壊や地すべりなどを媒介にして

進行する場合もおおく、斜面を崩壊地の集合体としてとらえる観点もあるほどである O 分類図の中に

-19-



(1977)による)

(m) 
海抜高度

流の
(m) 山火

した物質がブロック化して

押し出し、小丘群と凹地群

を形成した。この地域の崩

落は周囲をとりかこむ平坦

な稜線の直下から崩れがはじまり、岩石的な素国とともに傾斜の変換部をもっ地形的素因も

かわっている O このほか東海岸の熱JlIの西方、大]I[にそう低地、自由川上流部にも地すべり地形がみ

られ、新しい堆積物でおおわれている O これらは集中豪雨や震動により二次的に移動する可能性もも

ち、地形分類が防災的な意味をもっている側面をあらわしている O

分類図には記入しなかったが、天城山地には崩壊地が多い。 1958年の狩野J11台風"1974

島沖地震"1978年の伊豆大島近海地震などにより、崩壊が集中的に発生した。これらの崩壊地は、位

置的に傾斜の変換部、ことなる岩石の境界の部分、谷壁の急傾斜面、道路の敷設により、斜面が不安

定化した部分などにおおい。とくに 1978年の地震による崩壊と土地条件との関係を、国土地理院

(1978)の報告をもとに紹介する O 第 1は河津、見高から梨本にかけて、活断層が誘閣として作用し

た地域、第2は白田JlI上流部のカルデラ壁にあたる部分で、天域火山活動による変質作用をうけてい

た地域、第3は海岸ぞいの海食躍の急斜面の地域、第4に道路建設や宅地などにより斜面の切土、盛

をおこなった人工改変地などに崩壊が多い。また、 30
0
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天域火山の側火山(荒牧@表ヰ

り

山

山

坂

野

カ

大

小

鉢

大

も地すべり地とその堆積物

からなる地域を図示した

が、その地形は馬蹄形や円

弧をもっ上部の崩壊滑落露

と、その下方の滑落物質か

らなる部分にわけられる O

は急斜面をもち、堆

積地も砂擦の移動にともな

う階段状の地形や、前記の

泥流堆積物による地形のよ

うな凹地をもつのも特色で

三筋山、浅間山

にかこまれる大規模地すべ

ら崩落

ある O

大峰山、

り地形は、

にか

M:火山砕滑のないP:蜂下火砕物 PF~ 火砕流堆積物 C:火山砕屑丘
マーノレ状白地 D:溶岩円頂丘 S:小成謄火山
A:安出岩 B:玄武岩 C: 

ている点を指摘している O

(9) 低台地:天城火山の範囲をかぎる河津川、狩野川、大見川、徳永JlIなどの流路にそって河谷低地

段丘地形がみられ、山地を刻む小河J11にそっても沖積低地が発達している O また山地の麓は巌錐、小

扇状地などに区分することができる O それらは土石流として増積した場合もあるが、一括して低台地

とした。河谷は山間をi峡谷状に流下するために低地は幅がせまし溶岩の流出によって範囲が規定さ
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れる場合もある O 河川は下刻と曲流によって湾岸段丘を形成している O 段丘面の対比は、火山灰や比

高をもとに可能と思われる O

IV あとカずき

地形は身近な地域の自然を理解する手段であり、そのアプローチの意味もふくませて地形分類の問

題点、をのべた。地形は野外での観察や学習をとおして具体的に理解できる事象であるだけにコースを

設定して観察の項目を求める必要もある O 、えんそくの地学か(静岡県地学会編 1983)には天城山縦走

コースのていねいな解説があり、自然の観察方法や自然と人間生活との関係にも触れている O
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